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第 1 事業報告書 

 

平成１８年度財団法人広島観光コンベンションビューロー事業報告書 

（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日) 

 

１ 設立目的及び概況 

 (1) 設立目的 

   国内外からのコンベンション(各種会議・大会、展示会・見本市等をいう。)の誘致及

び開催支援、観光客の誘致並びに観光資源の整備・開発等を行うことにより、広島県

におけるコンベンション並びに広島市及びその周辺地域における観光の振興を図り、

もって地域経済の活性化並びに国際相互理解の増進及び文化の向上に資することを目

的とする。 
 (2) 概況 

  ア 設立年月日 

    平成７年１２月１日 

  イ  基本財産 

    ９億７，７８０万円 

  ウ  実施事業 

   (ｱ) コンベンションの誘致、開催及びそのための支援 

   (ｲ) コンベンションシティ広島、県内コンベンション施設等の広報及び宣伝 

   (ｳ) コンベンション・観光の企画、調査及び開発 

   (ｴ) コンベンション・観光関連情報の収集及び提供 

   (ｵ) 観光資源の整備・開発及び観光関係行事の実施 

   (ｶ) 観光客の受け入れ態勢の整備 

   (ｷ) 観光宣伝・誘致活動の推進 

   (ｸ) 広島市観光施設の受託運営及び附帯事業の運営 

   (ｹ) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

２ 役員等の状況 

 (1) 役員等の人数 

理 事 長 １人 

副理事長 ４人 

専務理事 １人 

常務理事 ２人 

理    事 ２７人 

監    事 ２人 

評 議 員 ３２人 
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 (2) 理事・監事 

  ア 事業年度中の理事・監事の異動は、次のとおりである。 

異 動 年 月  日 役      職 氏         名 異動事項 

平成１８年 ４月 １日 理     事 住 田 侊 己 就  任 

平成１８年 ４月 １日 理     事 中 島 祐 二 就  任 
平成１８年 ４月 １日 理     事 小 寺 一 登 就  任 
平成１８年 ４月 １日 理     事 俊 野 良 治 就  任 
平成１８年 ５月２９日 理     事 木 村 龍 史 辞  任 

平成１８年 ６月 ４日 理     事 郡 司 孝 雄 辞  任 

平成１８年 ６月２１日 理     事 水 野 耕 介 辞  任 

平成１８年 ６月２５日 監   事 髙 山 和 則 辞  任 

平成１８年 ７月１８日 理     事 谷 口 紀 久 辞  任 

平成１８年 ８月２４日 理     事 冨 里 良 一 就  任 
平成１８年 ８月２４日 理     事 金 子 与志一 就  任 
平成１８年 ８月２５日 監   事 湯 原 博 美 就  任 

平成１８年 ８月２５日 理     事 倉 本 和 義 就  任 
平成１８年 ９月 ８日 理     事 髙 田 秀 穂 就  任 
平成１８年 ９月２１日 理     事 竹 田   清 就  任 
平成１８年１０月１０日 監     事 湯 原 博 美 辞  任 

平成１８年１１月１７日 監     事 亀 川   茂 就  任 
平成１９年 ３月３１日 理   事 三 島 裕 三 退  任 

平成１９年 ３月３１日 理     事 池 田   裕 退  任 

平成１９年 ３月３１日 理     事 角 廣   勲 退  任 

平成１９年 ３月３１日 監     事 亀 川   茂 退  任 

 

イ 平成１９年３月３１日現在の理事・監事は次のとおりである。 

役       職 氏              名 就 任 年 月 日 

理    事    長 宇  田      誠 平成１６年１１月 １日

副  理  事  長 大  田   哲  哉 平成１４年 ４月 １日

副  理  事  長 仁  田   一  郎 平成１４年 ４月 １日

副  理  事  長 前  田   耕  資 平成１４年 ４月 １日

副  理  事  長 濱  本   康  男 平成１６年１０月１４日

専  務  理  事 仲  田   昌  二 平成１７年 ４月 １日

常  務  理  事 宍  戸      満 平成１６年 ４月 １日

常  務  理  事 住  田   侊  己 平成１８年 ４月 １日

理          事 三  島   裕  三 平成１７年 ４月 １日
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役       職 氏              名 就 任 年 月 日 

理          事 藤  井   昌  平 平成１６年１２月２０日

理          事 竹  田      清 平成１８年 ９月２１日

理          事 川  越      一 平成１７年 ８月２２日

理          事 橋  本   哲  充 平成１７年 ８月２２日

理          事 池  田      裕 平成１７年 ６月１４日

理          事 髙  田   秀  穂 平成１８年 ９月 ８日

理          事 高  橋   広  行 平成１７年 ８月２６日

理          事 瀧  本   厚  志 平成１７年 ８月２２日

理          事 松  田   好  史 平成１７年 ８月２３日

理          事 中  島   祐  二 平成１８年 ４月 １日

理          事 冨  里   良  一 平成１８年 ８月２４日

理          事 藤  森      稔 平成１７年 ３月１１日

理          事  金  子   与 志 一 平成１８年 ８月２４日

理          事  角  廣      勲 平成１６年１０月２１日

理          事  倉  本   和  義 平成１８年 ８月２５日

理          事 渡  辺      誠 平成 ７年１２月 １日

理          事 三  宅   雄  一 平成１６年 ４月 １日

理          事 香  川   基  ・ 平成１１年 ５月１０日

理          事 荒  川   昌  治 平成１７年 ８月２４日

理          事 中  下   正  彦 平成１７年 ６月１４日

理          事 神  野   恭  次 平成１６年 ６月１７日

理          事 近  藤   義  美 平成１６年１０月２０日

理          事 小  寺   一  登 平成１８年 ４月 １日

理          事 岡  田   督  司 平成１４年 ４月 １日

理          事 俊  野   良  治 平成１８年 ４月 １日

理          事 今  井   誠  則 平成１５年 ８月２６日

監          事 石  川   順  三 平成１６年 ９月 ８日

監          事 亀  川      茂 平成１８年１１月１７日

   

(3) 評議員 

  ア 事業年度中の評議員の異動は、次のとおりである。 

異 動 年 月  日 役   職 氏          名 異動事項 

平成１８年 ４月 １日 評  議  員 浅 田 尚 紀 就  任 
平成１８年 ５月 １日 評  議  員 濱 本 幸 男 辞  任 

平成１８年 ５月３１日 評  議  員 若 山 宗 彦 辞  任 
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異 動 年 月  日 役   職 氏          名 異動事項 

平成１８年 ６月２１日 評  議  員 坂 内 暹 巧 就  任 
平成１８年 ６月２２日 評  議  員 槇 本 雅 文 辞  任 

平成１８年 ６月２６日 評  議  員 金 村 武 敏 辞  任 

平成１８年 ８月１５日 評  議  員 岩 田 宣 芳 就  任 
平成１８年 ８月１５日 評  議  員 川 口 英 二 就  任 
平成１８年 ８月１７日 評  議  員 平 田   修 就  任 
平成１８年 ９月２１日 評  議  員 平 野 太 地 辞  任 

平成１８年１１月２９日 評  議  員 井 川   厚 就  任 
平成１８年１２月３１日 評  議  員 中 村 一 朗 辞  任 

平成１９年 １月２５日 評  議  員 高 橋 正 敏 就  任 
平成１９年 ３月 ７日 評  議  員 河 野 安 明 辞  任 

平成１９年 ３月３１日 評  議  員 竹 本 輝 男 退  任 

平成１９年 ３月３１日 評  議  員 石 津   茂 退  任 

平成１９年 ３月３１日 評  議  員 牧 野 睦 夫 退  任 

平成１９年 ３月３１日 評  議  員 早 坂 健 司 退  任 

 

イ 平成１９年３月３１日現在の評議員は次のとおりである。 

役      職 氏               名 就 任 年 月  日 

評 議 員 小  中   正  治 平成１７年 ４月 １日

評 議 員 竹  本   輝  男 平成１７年 ４月 １日

評 議 員 石  津      茂 平成１６年１２月２８日

評 議 員 平  田      修 平成１８年 ８月１７日

評 議 員 木 之 下   義  昭 平成１６年１０月２８日

評 議 員 高  橋   正  敏 平成１９年 １月２５日

評 議 員 森  本   文  人 平成１６年 ４月 １日

評 議 員 牟  田   泰  三 平成１３年 ９月１０日

評 議 員 浅  田   尚  紀 平成１８年 ４月 １日

評 議 員 堀  江   裕  明 平成１７年 ６月 ６日

評 議 員 鏡  田      隆 平成１７年 ３月 １日

評 議 員 河  野   安  明 平成１７年 ４月 １日

評 議 員 松  田   弘  秋 平成１８年 ３月 ９日

評 議 員 坂  内   暹  巧 平成１８年 ６月２１日

評 議 員 前      泰  弘 平成 ７年１２月 １日

評 議 員 古  田   安  穂 平成 ７年１２月 １日

評 議 員 小  谷   泰  造 平成 ７年１２月 １日



- 5 - 

役      職 氏               名 就 任 年 月  日 

評 議 員 牧  野   睦  夫 平成１３年 ９月１０日

評 議 員 福  島   真  平 平成１８年 ２月１０日

評 議 員 岩  田   宣  芳 平成１８年 ８月１５日

評 議 員 川  口   英  二 平成１８年 ８月１５日

評 議 員 原  田   秀  二 平成１６年 ６月１４日

評 議 員 白  井   龍 一 郎 平成 ９年 ４月 １日

評 議 員 中  丸   直  明 平成１６年 ６月 ９日

評 議 員 早  坂   健  司 平成１７年 ４月２８日

評 議 員 谷  口   淳  二 平成１７年 ６月２８日

評 議 員 井  川      厚 平成１８年１１月２９日

評 議 員 金  井   征  男 平成１４年 ４月 １日

評 議 員 松  浦   洋  二 平成１７年 ８月２２日

評 議 員 仁  山   功  臣 平成１７年 ９月 １日

評 議 員 中  島   和  雄 平成１７年 ６月１４日

評 議 員 長  沼   叡  児 平成１７年 ６月２８日

 

３ 理事会及び評議員会の開催 

 (1) 理事会 

 開   催   日   等 議     決     事     項     等 

平成１８年 ４月 １日 
(書面議決) 

１ 常務理事の互選 

２ 評議員の選任について 

平成１８年 ５月１８日 
（第１回理事会） 

１ 平成１７年度事業報告 

２ 平成１７年度収支決算 

平成１８年 ６月 ８日 
(書面議決) 

１ 評議員の選任について 

 

平成１８年 ７月３１日 
(書面議決) 

１ 評議員の選任について 

 

平成１８年１０月２７日 
(書面議決) 

１ 評議員の選任について 

 

平成１９年 １月２２日 
(書面議決) 

１ 評議員の選任について 

 

平成１９年 ３月 １日 
(書面議決) 

１ 平成１８年度補正収支予算 

 

平成１９年 ３月２０日 
（第２回理事会） 

１ 平成１９年度事業計画 

２ 平成１９年度収支予算 

３ 評議員の選任について 
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 (2) 評議員会 

 開   催   日   等 議     決     事     項     等 

平成１８年 ４月 １日 
(書面議決) 

１ 理事の選任について 
 

平成１８年 ５月１８日 
 （第１回評議員会） 

１ 平成１７年度事業報告 

２ 平成１７年度収支決算 

平成１８年 ８月２１日 
(書面議決) 

１ 理事及び監事の選任について 
 

平成１８年 ９月 ５日 
(書面議決) 

１ 理事の選任について 

 

平成１８年１１月１４日 
(書面議決) 

１ 監事の選任について 

 

平成１９年 ３月 １日 
(書面議決) 

１ 平成１８年度補正収支予算 

 

平成１９年 ３月２０日 

（第２回評議員会） 

１ 平成１９年度事業計画 

２ 平成１９年度収支予算 

３ 理事及び監事の選任について 

 

４  職員の状況 

  平成１９年３月３１日現在の職員の状況は、次のとおりである。 

区    分 
部 

長 

主 

幹

課 

長

次 

長

主 

査

主 

任

主 

事 

嘱 

託 

合 

計 

企 画 総 務 部  ２ １ ３  ６ 

コンベンション振興部 １ ４ １ １  ７ 

観 光 振 興 部 １ ５ １ ７  １４ 

合      計 ２ １１ ３ １１  ２７ 
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５ 事業の実施状況等 

 

  事業の実施状況 

 

≪公益事業≫ 

 

【コンベンション振興事業】 

［誘致・支援事業］ 

 広島でのコンベンション開催及びインセンティブ旅行等の誘致を図るため、主催者に 

対し、広島のＰＲや各種の誘致･支援事業を展開した。 

 

○平成１８年度コンベンション開催状況 

区  分 国際会議 国内会議 その他 合  計 
コンベンション件数 ２７件 ２３７件 ６６件 ３３０件 

延 べ 人 数 ５９，６１３人 １８９，４５７人 １１３，００９人 ３６２，０７９人 

 
(1) コンベンション開催準備資金の貸付（コンベンション開催準備資金貸付事業特別会計） 

コンベンション主催者に対し、開催に必要な準備資金の貸付を行った。 

・大 会 名  ICCM2007 International Conference on Computational Methods 

(参加予定者数３００人) 

金  額  １００万円 

貸付期間  平成１８年５月３０日～平成１９年５月２日 

 

・大 会 名  アマゾン・インディオ文化展 

(参加予定者数３，０００人) 

金  額  ５０万円 

貸付期間  平成１８年７月２０日～平成１９年６月２９日 

 

 (2) コンベンション開催資金の助成 

コンベンション主催者に対し、開催経費の一部を助成した。 
・大 会 名 第６回国際老年精神神経薬理学会大会 

       金  額 誘致助成金：２００万円 会場費助成金：１００万円 
    開催期間 平成１８年１０月４日～６日 
    参加者数 国内３３９人、海外１５３人、参加国数１６か国 
 

・大 会 名 国際会議「正当で持続可能な平和を築く」 
    金  額 誘致助成金：８４万円 会場費助成金：１６万９千円 
    開催期間 平成１８年８月３１日～９月３日 
    参加者数 国内２８０人、海外５０人、参加国数７か国 
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   ・大 会 名 ＳＡＩＮＴ２００７ 
    金  額 誘致助成金：１１０万５千円 会場費助成金：９２万５千円 
    開催期間 平成１９年１月１５日～１９日 
    参加者数 国内１６１人、海外６７人、参加国数１５か国 
 
 (3) 個別誘致セールスの実施 

国内外のコンベンション主催者・関係者等に対し、広島でのコンベンション開催を

働きかけた。 

ア 大都市圏での誘致活動 

    東京、大阪に本部を置く団体、学会本部等を中心に、誘致活動を展開した。 

  イ 地元での誘致活動 

    広島大学、広島市立大学、広島修道大学等、小学校、中学校、高等学校、各種団

体支部等を中心に、学会等の誘致活動を展開した。 

  ウ 海外でのコンベンション・インセンティブ旅行等の誘致活動 

    海外で直接セールスをする必要がある国際会議の主催者及びインセンティブ実施

企業に対し、誘致活動を展開した。 

・ 韓国個別誘致セールスの実施 

ＪＮＴＯが主催するインセンティブ・マートに参加し、企業の担当者と商談する

とともに、インセンティブ企業、訪日教育旅行に関連する旅行会社、青少年団体、

国際会議主催者に対し個別セールスを行った。 

・ 台湾個別誘致セールスの実施 

     インセンティブ旅行を取り扱う旅行会社、訪日教育旅行を行う団体に対し、個

別セールスを行った 

・ 中国個別誘致セールスの実施 

  ＪＮＴＯが主催するインセンティブツアー振興セミナーに参加し、インセンテ

ィブを扱う旅行会社と商談するとともにインセンティブに関連した企業、団体に

対し、個別セールスを行った。 

 

 (4) 海外コンベンショントレードショーへの出展・参加 

国際会議及びインセンティブ旅行誘致の一環として、アジア最大のＩＴ＆ＣＭＡ（イ

ンセンティブトラベル＆コンベンションミーティング・アジア）のＪＮＴＯ（国際観

光振興機構）ブースに広島観光コンベンションビューローとして出展し、併せて実施

される商談会に職員を派遣し、広島のＰＲ及び誘致セールスを実施した。 

    開催期間 平成１８年１０月１０日～１２日 

    開催場所 パタヤ（タイ王国）パタヤ・エキビジョン・コンベンション・ホール 

    参加者数 出展団体 ３０の国と地域 ２７０団体 

         国際会議主催者等 ４０か国３１８人 

    現地商談会 訪日インセンティブ旅行促進セミナー及び商談会（ＪＮＴＯ主催） 

広島におけるインセンティブの魅力をセミナーでプレゼンテーショ 

ンし、その後、個別商談を行った。（セミナー参加者：８９団体・企
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業、個別商談：１３団体・企業） 

    現地訪問セールス ＪＴＢバンコク支店、(財)ひろしま産業振興機構バンコクサ

ポーター 

 

 (5) 地元誘致説明会の開催 

コンベンション開催の決定権を有する地元の関係者を招待し、賛助会員とともに広

島のコンベンション事情を説明し、広島でのコンベンション開催を働きかけた。 

    開 催 日 平成１８年１１月２９日 
    会  場 ひろしま美術館、リーガロイヤルホテル広島 
    参加者数 コンベンション主催者等招待者  １４６人 
         賛助会員等受入側        １１７人   計 ２６３人 
 
(6) 誘致説明会の開催 

   コンベンション開催の決定権を有する首都圏の関係者などを招待し、広島の観光・

コンベンション事情を説明した。 
   （首都圏誘致説明会） 
    開 催 日 平成１８年１２月６日 
    会  場 赤坂プリンスホテル「ロイヤルホール」 
    主  催 中国・四国地区コンベンション推進協議会 
    参加者数 コンベンション主催者等招待者 ５４団体 １０２人 
         各ビューロー職員及び会員    ９団体  ７８人 計 １８０人 
 
 (7) キーパーソンの視察受入 
   広島でのコンベンション開催の意向を有する関係者等の視察受け入れを行い、コン

ベンション施設、観光資源及び受入態勢等広島の魅力を紹介し、コンベンション開催

及びインセンティブ旅行等を働きかけた。（計１６件） 
   主な大会等 
   ・ ＩＣＣＭ（インターナショナル･コングレス･コンピューテーショナル･メソッド） 
   ・ 国際平和会議 
   ・ 日本集団精神療法学会 
   ・ ＩＣＣＥ２００７（コンピューターの教育利用に関する国際会議） 

 
 (8) 第１６回国際ミーティングエキスポ（ＩＭＥ２００６）への出展・参加 

日本コングレス・コンベンション・ビューローと各都市ビューロー等との共催で実

施するコンベンショントレードショーに出展・参加し、広島の PR 及び誘致活動を行

った。 
    開 催 日  平成１８年９月２２日、２３日 
    会  場  東京ビッグサイト 
    出展者数  ６０団体・企業（１０７小間） 
    入場者数  ２，１０７人 
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  〔広島ブースの概要〕 
    出展規模  ２小間（６．０m×２．５m） 
    来場者数  １９０人（コンベンション主催者） 
 

 (9) 国際コンベンション振興事業負担金 
独立行政法人国際観光振興機構が実施するコンベンション振興施策（①国際コンベ

ンション誘致の活性化、②国際コンベンション開催基盤の整備と人材育成、③国際コ

ンベンションに係わる外国人旅行業者の受け入れ体制の整備等）を活用するため、事

業負担金を拠出した。 
 

(10) 歓迎用看板の設置 
   コンベンション参加者に対して歓迎の意を表するため、歓迎用看板を設置した。 
    設置場所  ＪＲ広島駅、ＪＲ西条駅、広島空港 
    設置件数  ５３件 
 
(11) 文化観光施設割引制度の実施 

    広島の文化観光施設を紹介し、料金面での便宜を図るため、文化観光施設割引券を

作成し、コンベンション参加者に配付した。 
    対象施設    ３７施設 

広島平和記念資料館、広島城、名勝縮景園、ひろしま美術館、広島

県立美術館、頼山陽史跡資料館、広島市健康科学館、広島市江波山

気象館、広島市森林公園昆虫館、広島市現代美術館、広島市郷土資

料館、半べえ庭園、定期観光バス、瀬戸内海クルーズ、ひろしま世

界遺産航路・川の遊覧船、マツダミュージアム、広島市安佐動物公

園、広島市交通科学館、ガラスの里、広島市植物公園、宮島水族館、

宮島歴史民俗資料館、宮島ロープウェイ、呉市立美術館、呉市入船

山記念館、呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）、広島県立歴

史博物館、ふくやま美術館、日本はきもの博物館・日本郷土玩具博

物館、三景園、おのみち文学の館、おのみち映画資料館、千光寺山

ロープウェイ、向島洋らんセンター、耕三寺博物館、平山郁夫美術

館、奥田元宋・小由女美術館 
    作成部数   ５０，０００部 
 
(12) 記念品等の作製 
   誘致活動等に活用するためオリジナル記念品等を作製するとともに、広島で開催さ

れたコンベンション主催者に対し、関連施設・企業の紹介、関係機関との連絡調整、

観光パンフレットの提供等各種の支援を行った。 
 絵はがきセット １５０，０００部 
 コングレスバッグ ３０，０００部 
 化粧筆セット ５０個 
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［広報・宣伝事業］ 
 (1) 機関紙等の発行 
    コンベンションの開催やアフターコンベンション情報、観光情報及びビューローの

活動状況等を掲載した機関紙等を発行した。 
  ア 機関紙「ひろしま観光コンベンション」の発行 
    第６３号   ７月発行  （７，２００部） 
    第６４号  １０月発行  （７，２００部）  
    第６５号   １月発行  （７，２００部） 
    第６６号   ４月発行  （７，２００部）  
  イ 会報「Ｍｏｎｔｈｌｙ Ｎｅｗｓ」の発行 
    毎月 ５３０部 
  

 (2) 各種パンフレットの作成 
   誘致セールスに活用するため作成しているパンフレット等の改訂を行った。 
  ア 「コンベンション施設ガイド」 
     作成部数  １，２００部 
     活用内容  個別セールス用 
  イ 「賛助会員紹介誌」 
     作成部数  １，２００部 
      活用内容  個別セールス用 
 
［調査・企画事業］ 
 (1) 顧客管理システムの運用 

誘致活動を効率的に展開するため、コンベンション調査、セールス活動等により収集

した顧客情報、会議開催情報等を整理し、データベース化を行った。 
 

 (2) 職員派遣研修事業の実施 
コンベンションに関する知識修得のため研修会に派遣することとしていたが、希望す

る内容の研修がなかったため派遣しなかった。 
 
(3) 経済波及効果調査の実施 

   コンベンション開催による経済波及効果を算出するため、コンベンション主催者及

び参加者にアンケート調査を行った。 
  参加者１人当たりの支出額（主催者・参加者を含む） 
  支出額 ３万５,３５９円  波及効果額 ５万７,６９６円  
平成１８年度の経済波及効果額（延べ参加者数３６万人） 

区   分 総支出額 波及効果額 経済波及倍率 

主催者及び参加者 １２７億２，９２４万円 ２０７億７,０５６万円 １．６３倍

（経済波及倍率は平成７年度広島市産業連関表による） 
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［情報収集・提供事業］ 
 (1) コンベンション調査の実施 
   効率的な誘致・支援活動を展開するため、首都圏を中心とするコンベンション主催 

団体等の調査を行うとともに、その情報を基にコンベンションカレンダーを作成し、 

３口以上の賛助会員に情報提供を行った。 

  ア コンベンション開催状況についての調査の実施 
     調査対象   各種団体、学会及び地元大学の教授等  ３，８００団体・人 
     回 収 数   ３７５件 

イ コンベンションカレンダーの作成 
     作成部数   ７００部 
 
 (2) 観光・コンベンションセミナーの開催 
   賛助会員等を対象に、観光及びコンベンションによる地域の活性化を視点にしたノ

ウハウの修得・向上を図るため、広島商工会議所と共催でセミナーを開催した。 
   ・開催日  平成１９年２月７日 
   ・会 場  広島全日空ホテル 
   ・主 催  財団法人広島観光コンベンションビューロー、広島商工会議所 

・演題及び講師 
   「まち歩き」観光のススメ 
     茶谷 幸治（㈱経営企画センター代表取締役） 

   ・参加者数 １２７人 
 

【観光事業】 

［観光資源整備・開発事業］ 

(1) 河岸緑地でのオープンカフェの実施 

   市民や観光客が集い交流する場を提供するため、元安川左岸（元安橋～平和大橋）の河岸緑

地を活用したオープンカフェを実施した。 
開催期間 平成１８年４月１日～１１月５日（ただし、フラワーフェスティバル

開催期間（５月３日～５日）を除く。営業日数２０７日） 
    来 客 数 １０，９３６人（１日あたり５３人） 
    実施主体 元安川河岸緑地有効活用実行委員会（事務局：観光コンベンションビューロー） 
 
(2) オープンカフェ事業の助成 

   都市の賑わいを作り出し、地域の活性化を図るため、公共空間を活用して実施する

オープンカフェ事業に対して助成を行うこととしていたが、申請がなかったため実施し

なかった。 
 

 (3) ひろしまライトアップ事業の実施 

   市民や観光客が、広島の夜の街を散策しながら楽しめる魅力ある観光スポットを創

り出すため、平和大通りや中央部商店街など市内中心部一帯でライトアップやイルミ
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ネーションを実施した。 
   ・タイトル 2006 ひろしまドリミネ－ション 

・期  間 平成１８年１１月１７日～平成１９年１月３日 
   ・場  所 平和大通り、アリスガーデン、中央部商店街ほか 

・実施主体 ひろしまライトアップ事業実行委員会（事務局：観光コンベンションビューロー） 
   ・内  容 平和大通りやアリスガーデンなど市内中心部で「おとぎの国」をテー

マに、人物・動物のモニュメントや平和大通りの樹木などを色とりどり

の光でライトアップした。また、開催期間中毎週土曜日に「メモリアル

点灯式」と「ミニコンサート」を実施し、多くの観客を集めた。 
 

 (4) 湯来地区観光イベントへの参画 

   湯来地区の観光振興を図るため、祭り、イベントに参画した。 

①第 25 回広島県西部神楽競演大会の実施 

伝統芸能の保存伝承を目的として毎年開催している競演大会に参画した。 
・開 催 日 平成１８年５月１４日 
・場  所 佐伯区スポーツセンター湯来体育館 
・実施主体 湯来町商工会青年部 

②第 19 回湯の山温泉桜まつりの実施 

桜の名所として知られる湯の山温泉桜まつりに参画した。 
・開 催 日 平成１８年４月８日、９日 
・場  所 クアハウス湯の山前特設会場 
・実施主体 湯の山温泉桜まつり実行委員会 

③第 16 回湯来温泉ホタルまつりの実施 

自然繁殖したホタルの飛翔などを楽しむホタルまつりに参画した。 
・開 催 日 平成１８年６月２５日 
・場  所 湯来温泉界隈 

   ・実施主体 湯来温泉ホタルまつり実行委員会 
 
［観光客受入態勢整備事業］ 

 (1) 外国人観光客受入の実施 

   市民の歓迎の意を表すため、来広した外国人観光団等に対し､広島の観光記念品を贈

呈するとともに、新たにウェルカムメッセージカードのハングル版を作成した。 
 
(2) 観光ボランティアガイド活動促進事業 

   観光客の受入体制の充実を図るため、広島の魅力を市民自ら案内する観光ボランテ

ィアガイド協会の活動を支援した。 
 
(3) 優良従業員表彰及び賛助会員交流会の実施 

   賛助会員の企業・団体に勤務する優秀な従業員を表彰し、併せて賛助会員相互の交

流を図るため、交流会を開催した。 
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  ア 優良従業員表彰の実施 
   ・受賞者 １５社３９人 

宇品海運㈱、㈱体育社、㈱中国広告通信社、つばめ交通㈱、㈱にしき堂、

日本コンベンションサービス㈱、広島駅弁当㈱、広島観光ホテルかげた、

広島厚生年金会館、㈱広島全日空ホテル、広島第一交通㈱、広島電鉄㈱、

広島バス㈱、㈱ホテルニューヒロデン、㈱リーガロイヤルホテル広島 
  イ 賛助会員交流会の開催 

・開 催 日 平成１９年２月７日 
・場  所 広島全日空ホテル 
・参加者数 １５１人  

 
(4) ウエルカムサポート事業の実施 

   韓国及び中国からの観光客受入態勢の整備を図るため、宿泊、飲食等観光関連業者

などの従事者に対して、ハングル、中国語の語学と接遇の講習会を実施した。 
・期  間 平成１８年９月２８日～平成１８年１２月１３日 
・回  数 各６回 
・会  場 レストハウス会議室 
・講  師 韓国語通訳・翻訳者、中国留学生 
・受講者数 ハングル１８人、中国語１５人(うちハングル・中国語両方の受講者４人) 

 

[観光宣伝･誘致活動推進事業］ 

 (1) 来訪者誘致事業の推進 

   来訪者誘致の一環として、ウォーキング大会実施に向けた調査のため、他都市のウ

ォーキング大会の状況調査及び(社)日本ウォーキング協会へのヒアリングを行った。 

 

 (2) 広域観光の推進及び観光宣伝隊への参加 

   広島への観光客･修学旅行の誘致を図るため、広域で連携し、モデルコース策定など

を協議するとともに、広島・宮島・岩国地方観光連絡協議会等の観光宣伝隊に参加し

ＰＲを行った。 
宣  伝  隊  名  称 時     期 場 所 

広島県教育旅行誘致対策協議会

修学旅行宣伝隊 平成１９年 １月２２日～２４日 岐阜県 

広島・宮島・岩国地方観光連絡協

議会観光宣伝隊 
平成１８年 ９月１９日～２２日 
平成１９年 ３月 ８日～１０日 

台北市 
東京都 

広島・宮島・岩国共催首都圏観光

宣伝隊 平成１８年１２月 ４日～ ６日 東京都 

広域観光モデルコース策定協議 平成１８年１２月～平成１９年２月 中・四国 
地 区 

観光セールス 平成１９年２月２８日～３月２日 東京都 
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 (3) 観光宣伝物作成・広告掲出 

  ① 観光宣伝物作成 
区 分 名       称 部 数 等 

観光ポスター（Ｂ１判） ２，０００部 
水の都ひろしま ２０５，０００部 
広島市中心部ガイド ２５０，０００部 
平和記念公園マップ １５０，０００部 
広島・宮島・岩国地方観光パンフレット １２，０００部 

国内向け観光 
パンフレット等 

グルメ＆ナイトガイドブック ６５，０００部 
水の都（英語版） ５０，０００部 
水の都（ハングル版） １０，０００部 
水の都（中国語版・簡体字） １０，０００部 
水の都（中国語版・繁体字） １０，０００部 
中心部ガイド（英語版） ７０，０００部 
中心部ガイド（中国語版・簡体字） ２０，０００部 

外国人向け観光

パンフレット 

中心部ガイド（中国語版・繁体字） ２０，０００部 
記 念 品 紅葉柄ハンカチ ６００枚 

 
② 広告掲出 
旅行雑誌広告掲載による観光ＰＲ 

誌    名 発  行  元 発 行 部 数 
Ａ・ＬＯＯＫ春夏号 山陰中央新報社 ２５６，０００部 
Ａ・ＬＯＯＫ秋冬号 山陰中央新報社 ２６０，０００部 
ハワイ報知２００７新年特集号 ハワイ報知社 １０，０００部 
経済春秋４月号 春秋社 ６，０００部 
るるぶＦＲＥＥ広島 夏号 ＪＴＢパブリッシング １３０，０００部 
るるぶＦＲＥＥ広島 秋号 ＪＴＢパブリッシング １３０，０００部 
るるぶＦＲＥＥ広島 冬号 ＪＴＢパブリッシング １３０，０００部 
るるぶＦＲＥＥ広島 春号 ＪＴＢパブリッシング １３０，０００部 
Get Hiroshima Map 夏号 ゲットヒロシマ ２０，０００部 
Get Hiroshima Map 秋号 ゲットヒロシマ １４，０００部 
Get Hiroshima Map 冬号 ゲットヒロシマ １２，０００部 
旅の手帖 ７月号・１２月号 交通新聞社 １８０，０００部 
山陰山陽みちしるべ 近畿日本ツーリスト ２５０，０００部 
ウィークリーえひめリック 愛媛新聞 ２１７，０００部 
温泉博士 ６・９・１０月号 マガジン倶楽部 １５０，０００部 
温泉博士 ２月号 マガジン倶楽部 ２１０，０００部 
Wining and Dining ことば工房 １７，０００部 
山陰中央新報（11／11） 山陰中央新報社 １８０，０００部 
タウン情報山口 １２月号 ザ・メディアジョン ４３，０００部 

 
 (4) 親善交流 

   広島への誘客を図るため、ゆかりの深い都市と親善交流を行い観光ＰＲをした。 
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名      称 時   期 場 所 
浜田市親善訪問 平成１８年８月 ５日 浜 田 市 
第２６回沖縄親善訪問 平成１８年８月１８日～２１日 沖 縄 市 
第２８回北広島市親善訪問 平成１９年２月 ２日～ ４日 北 広 島 市 
第４２回ホノルル姉妹都市親善訪問 平成１９年３月 ８日～１３日 ホノルル市 

    
 (5) 選彰事業 

   ア ２００６広島観光親善大使の選考 
    ・募 集 期 間 平成１８年５月１日～５月３１日 
    ・募 集 方 法 広島市の広報紙「市民と市政」などでの広報 

・選考審査会 一次審査 平成１８年６月 ７日 
最終審査 平成１８年６月１５日 

・選 考 結 果 ３人を選出した。 
   イ 観光関連事業への参加 

・派遣件数 ５９件  
・派遣日数 ７６日  

          
 (6) ホームページの運営事業 

   ホームページ「ひろしまナビゲ―ター」をリアルタイムにフォローアップし、最新

で魅力的な観光・コンベンション情報を国内外に発信した。 
   ・改良内容 「平和記念公園周辺ガイドマップ」、「広島市中心部ガイドマップ」

日本語版、英語版、ハングル版及び「広島まち歩きマップ」日本語版、

英語版、ハングル版、中国・繁体字版、中国・簡体字版のダウンロー

ドコンテンツを追加。 
   ・言  語 日本語版（ＰＣ版，携帯サイト）、英語版、中国語・簡体字版、中国

語・繁体字版、ハングル版 
   ・アドレス http://www.hiroshima-navi.or.jp 

   ・アクセス件数 ８５９，０９９件 

 

 (7) フィルム・コミッション事業の運営 

広島発の映像情報を発信することにより、広島のイメージアップ及び来広観光客の

増加を図るため、広島での映画・テレビドラマ等のロケ撮影の誘致・支援を行った。 
ア 受入実績（平成 18 年 4月 1日～平成 19 年 3月 31 日） 

区   分 相 談 件 数 撮 影 件 数 
映画 １８件 １１件 
テレビ番組 ５４件 ４０件 
テレビＣＭ １４件   １件 
その他（雑誌、写真集等） ２９件 ２２件 

計 １１５件 ７４件 
イ ＢＩＦＣＯＭ（釜山国際フィルムコミッション見本市）２００６への参加（ブース出展） 
・期  間 平成１８年１０月１５日～１８日 
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・場  所 釜山市（韓国） グランドホテル 
ウ 広島フィルム・コミッションリーフレット作成 
・日本語版 ３，０００部 
・英語版  ２，０００部 

  エ 全国フィルム・コミッション連絡協議会「ブロックセミナー ｉｎ 広島」の開催 
   ・開 催 日 平成１８年１１月２４日、２５日 
   ・場  所 平和記念公園レストハウス３階会議室、ＮＴＴクレドホールラウンジ 
   ・内  容 フィルム・コミッションシンポジウム、分科会、情報交換交流会 
   ・参 加 者 ５９人 
 
 
 
 
 
≪受託事業≫ 

 
［観光施設運営等］ 

 (1) 観光案内所、外国人観光客案内窓口の設置・運営 

   広島を訪れる国内外の観光客への情報提供窓口として観光案内所を設置・運営した。 
   ア 観光案内所（年中無休） 
    ・ＪＲ広島駅（南口、新幹線口） 

 開所時間   ９：００～１７：３０ 
・平和記念公園レストハウス内 

開所時間  ４月～９月 ９：３０～１８：００ 
１０月～３月 ８：３０～１７：００ 

    ・外国人観光案内窓口 
平和記念公園レストハウス内 

   イ 年間案内件数  １７８，８６９件 
 
 
 (2) 観光資源維持管理 

   観光ライトアップ設備、観光案内板、観光サイン、ＪＲ広島駅新幹線口記念碑、広

島拘置所壁画及び「灯和の径」の維持管理を行った｡ 
 
  
(3) 来広観光客等動向調査 

   来広観光客から質的構成や動態をアンケート等により調査するとともに、広島市の

観光情報に係る概況データを収集した。 
   ・調査回数 年４回（５月、８月、１０月、１２月） 
   ・回 収 数 ４，４８９人 
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≪収益事業≫ 

 

レストハウス売店の運営（収益事業特別会計）  

   市民及び観光客が休憩施設として利用する平和記念公園レストハウス売店で、土産

品などを販売した。 
    開店時間等  年中無休 

  ４月～９月 ９：３０～１８：００ 
１０月～３月 ８：３０～１７：００ 
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無償使用貸借資産 

 

事業を実施するに当たって、広島市から無償使用貸借している資産は次のとおりであ

る。 

ア 土地及び建物 

名  称 所 在 地 区分 現 在 高 

広島国際会議場 中区中島町１番５号 
土地 

建物 

駐車場 

事務室 

１２．５０㎡

１４２．６５㎡

広島市平和記念公園 

レストハウス 
中区中島町１番１号 建物 事務室等 ５０５．８５㎡

 

イ 物品 

区   分 現在高 

冷暖房機 ２点 

乗用車 １点 

貨物車 １点 

車 

両 

小 計 ２点 

合 計 ４点 

  注：この表は、重要物品として、取得価額又は評価価額が１００万円以上の物品を記

載した。 
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決  算  報  告  書  
 
 
 前年度まで公益法人会計基準（昭和６０年９月１７日公益法人指導監督連絡会議

決定）に準拠していたが、当年度から公益法人会計基準（平成１６年１０月１４

日公益法人等の指導監督等に関する関係省庁連絡会議申合せ）に準拠しており、

当年度と前年度は直接比較できないため、貸借対照表及び正味財産増減計算書に

おける「前年度」欄及び「増減」欄は空欄としている。 








































































